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恐怖！夜の病院に潜む漏電火災の魔の手！
五所川原事業所 田澤 敬之

老朽化している照明器具の危険性、漏電遮断器取
り付けの必要性を痛感した事例をご紹介します。

〔状況〕
８月下旬の午後８時頃、電気事故受付センターか

ら「お客さまに設置している絶縁監視装置から特別
警戒連続警報※が発生した」との連絡があり出動し
ました。出動する前、お客さまに連絡したところ「病
院の設備に異常はない」とのお話でした。
※�特別警戒連続警報は、500ｍＡ以上の漏えい電流が５分以上継

続して発生した場合のことをいいます。

〔調査〕
現場へ到着し、絶縁監視装置を確認すると、電灯

回路（100Ｖ）が漏電していました。真っ暗な病院
の中をライトで照らし、院内各フロアの電灯分電盤
を１つずつ点検していくと、３階へたどり着いたと
きにフロア内から異臭がしました。何か焼けたよう
な臭いで「これはまずい」と思い、お客さまに連絡
し３階電灯分電盤の主幹ブレーカーを開放しまし
た。すると、絶縁監視装置から回復信号が発報され、

「原因はここだな」と思いました。絶縁抵抗測定し
たところ、同盤からの回路で漏電していることがわ
かり、場所を特定するため１回路ずつブレーカーを
切って測定すると、「３階廊下照明回路」で漏電し
ていることが判明しました。

〔原因〕
３階エレベーター付近の照明器具は設置から20年

程度経過しており、老朽化により漏電したことが判
明しました。また、分電盤には漏電を検知した際に
電路を遮断する漏電遮断器はなく、異臭がするよう
な大きな漏電があっても通電され続ける状態でした。

〔復旧〕
このまま使用すると電気火災につながる恐れがあ

ることから、お客さまの了解を得て当該ブレーカー
を開放し、電気工事店に改修していただくこととし
ました。併せて、同盤主幹の配線用遮断器を漏電遮
断器へ交換することを推奨しました。

〔お客さまの声〕
「古くなった機器は何が起こるかわからないです

ね。東北電気保安協会の装置で漏電に気づいてよ
かったです。大事に至らなくて大変助かりました。
ありがとうございます」と安心され、感謝の言葉を
いただきました。

〔まとめ〕
今回の漏電は、発見が遅れていたら火災に繋がっ

た可能性がありました。古くなった機器は照明に限
らず定期的に交換し、漏電遮断器の取付けが必要で
あると感じました。

３階電灯盤（主幹は漏電遮断器ではなく配線用遮断器）

漏電していた照明
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